
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
市
民
に
よ
る
自
ら
の
健

康
や
環
境
の
向
上
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
に
大
き
な
違
い
が
存
在

す
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
ロ
ー
カ
ル
な

文
脈
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、

こ
の
領
域
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
考
え
る
。

第
Ⅱ
部

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
か
ら
浮
か
び
あ
が
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス



131 参加を通じた廃棄物管理の環境ガバナンス 130

は
じ
め
に

住
民
が
排
出
す
る
廃
棄
物
の
量
的
な
増
加
と
、
そ
れ
ら
が
適
切
に

管
理
さ
れ
な
い
場
合
に
生
じ
る
環
境
お
よ
び
人
間
の
健
康
に
対
す
る

脅
威
は
、
過
去
数
十
年
間
に
多
く
の
国
々
が
直
面
し
て
い
る
問
題
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、「
人
間
活
動
は
廃
棄
物
を
生
み
出
す

が
、
環
境
と
公
衆
衛
生
に
対
す
る
リ
ス
ク
と
な
り
う
る
の
は
、
廃
棄

物
の
取
り
扱
い
、
保
管
、
収
集
、
処
理
の
方
法
」
な
の
で
あ
る

（Zurbrugg 2002: 1

）。
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
に
よ
る
世

界
一
三
五
都
市
の
市
長
に
対
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
廃
棄
物
処
理
問

題
は｢

最
も
深
刻
な｣

都
市
問
題
と
し
て
第
三
位
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
（Badshah 1996

）。

固
形
廃
棄
物
の
不
適
切
な
処
理
は
空
気･

土
壌･

水
質
汚
染
の
原

因
と
な
る
。
固
形
廃
棄
物
の
流
出
は
澱
ん
だ
昆
虫
培
養
水
を
作
り
出

し
、
と
り
わ
け
都
市
部
で
は
雨
季
に
お
け
る
洪
水
の
原
因
と
な
る
。

ま
た
昆
虫
お
よ
び
げ
っ
歯
類
の
保
菌
者
は
、
コ
レ
ラ
や
デ
ン
グ
熱
と

い
っ
た
感
染
症
を
広
め
る
こ
と
に
も
な
る
（IBRD

/W
B 1999

）。
ア

ジ
ア
で
は
毎
年
約
六
六
〇
万
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
的
健
康
リ
ス
ク

の
た
め
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
全
死
者
数
の
お
よ
そ
四
分
の

一
を
占
め
て
い
る
（A

IT
 2008

）。
さ
ら
に
発
展
途
上
国
に
お
け
る
野

外
投
棄
場
の
拡
大
は
、
環
境
問
題
と
健
康
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
付
近
に
暮
ら
す
人
々
の
生
命
ま
で
を
も
脅
か
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
豪
雨
に
よ
る
野
外
投
棄
場
の
崩
落
に
よ
っ
て
、

二
〇
〇
〇
年
七
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
パ
ヤ
タ
ス
の
野
外
投
棄
場
で
は

二
〇
〇
人
が
亡
く
な
り
、
二
〇
〇
五
年
二
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ル

ウ
ィ
ガ
ジ
ャ
の
野
外
投
棄
場
で
は
一
四
七
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
廃
棄
物
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
政
策
も
立
案
・
実

行
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
こ
の
問
題
は
中
央
・
地
方
政

府
さ
ら
に
は
国
際
機
関
に
と
っ
て
の
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
廃

棄
物
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
争
点
な
い
し
問
題
関
心
は
、
国
内
外
の

討
論
会
や
会
議
に
お
け
る
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
天
然
資
源
の
有
限
性
の
認
識
な
ら
び
に
廃
棄
物
問
題
が
世
界
的

な
関
心
事
と
な
る
な
か
で
、
日
本
か
ら
は
小
泉
首
相
（
当
時
）
が
二

〇
〇
四
年
の
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
）
に
お
い
て
「
３

Ｒ
（
リ
ユ
ー
ス
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

を
提
唱
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
一
日
と
一
二
日
に
東

京
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
３
Ｒ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
推
進
会
合
で
は
、

ア
ジ
ア
諸
国
一
五
ヶ
国
と
一
六
の
国
際
機
関
か
ら
の
代
表
と
廃
棄
物

管
理
の
専
門
家
が
出
席
し
、「
ア
ジ
ア
３
Ｒ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設

立
に
関
す
る
東
京
３
Ｒ
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
（M

O
EJ n.d.

）。

ア
ジ
ア
諸
国
の
間
で
は
、
地
方
レ
ベ
ル
で
こ
の
宣
言
に
則
っ
て
政

策
を
実
行
す
る
と
い
う
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
存
在
す
る
が
、
３
Ｒ
を

実
行
す
る
た
め
の
技
術
と
方
法
が
利
用
可
能
な
資
源
と
現
実
の
条
件

に
依
存
す
る
た
め
、
国
ご
と
に
異
な
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

発
展
途
上
国
の
大
半
で
は
、
地
方
に
お
け
る
固
形
物
の
廃
棄
は｢

有

機
的
に｣

行
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
焼
却

が
困
難
で
あ
り
、
処
理
の
た
め
に
は
微
生
物
分
解
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
廃
棄
物
の
収
集
、
分
解
、
再
利
用
に

積
極
的
に
従
事
す
る
膨
大
な
数
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル･

セ
ク
タ
ー
関

係
者
が
必
要
と
な
る
。
廃
棄
物
を
管
理
す
る
資
金
的･
人
的
資
源
は

大
幅
に
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
都
市
部
で
は
廃
棄
物
の
回
収
を
よ
り

効
率
的
に
す
る
物
的
イ
ン
フ
ラ
が
不
足
し
て
い
る
関
係
で
、
そ
の
た

め｢

ロ
ー･

テ
ク｣

な
解
決
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る

（U
N

EP-IET
C 1996

）。

シ
ャ
イ
ン
バ
ー
グ
ら
の
最
近
の
研
究
に
お
い
て
、
廃
棄
物
の
性
質

は
国
の
所
得
水
準
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
（Scheinberg, W

ilson and Rodic 2010

）。
彼
ら
の
発
見

に
よ
れ
ば
、
高
所
得
国
で
は
ご
み
の
う
ち
有
機
物
が
二
九
％
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
中
所
得
国
と
低
所
得
国
で
は
そ
れ
ぞ
れ
六
七
％
お
よ

び
七
一
％
で
あ
る
。
中
所
得
国
で
は
そ
の
他
の
ご
み
が
紙
（
八
％
）、

ガ
ラ
ス
（
二
％
）、
金
属
（
一
％
）、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
一
〇
％
）
と

な
る
。

さ
ら
に
、
国
ご
と
の
経
済
状
態
の
違
い
が
廃
棄
物
に
対
す
る
認
識

お
よ
び
定
義
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
先
進
国
で

は
電
化
製
品
、
家
具
調
度
品
、
新
聞
、
雑
誌
、
衣
料
品
と
い
っ
た
中

古
品
の
処
分
は
費
用
が
か
か
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
廃
棄
物
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
発
展
途
上
国
で
は
こ
れ
ら

は
高
価
な
商
品
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
、
修
理
・
修
復
さ

れ
る
な
ど
し
て
、
再
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（D

am
anhuri 

2010

）。
こ
う
し
た
廃
棄
物
管
理
の
複
雑
さ
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
廃
棄

物
管
理
に
お
け
る
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
通
じ
た
参
加
の
重
要
性

第
Ⅱ
部 

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

参
加
を
通
じ
た
廃
棄
物
管
理
の
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス

―
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
近
年
の
取
り
組
み
を
中
心
に

ヴ
ェ
ラ
・
ア
テ
ィ
エ
ン
ザ
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と
い
わ
れ
て
い
る
（M

otavilli et al. 2005

）。
こ
う
し
た
大
都
市
へ

の
人
口
集
中
の
増
大
は
、
主
に
よ
り
よ
い
機
会
と
他
の
生
活
手
段
を

求
め
て
の
地
方
か
ら
都
市
へ
の
絶
え
ざ
る
移
住
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
発
展
途
上
国
に
お
け
る
こ
う
し
た
予
測
可
能
な
都
市
人

口
の
ト
レ
ン
ド
を
踏
ま
え
れ
ば
、
政
府
や
都
市
計
画
策
定
者
が
都
市

環
境
の
改
善
政
策
・
計
画
を
作
成
す
る
際
に
は
、（
多
く
の
メ
ガ･

シ
テ
ィ
で
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る
）
固
形
廃
棄
物
の
増
加
に
配
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
発
展
途
上
国
の
大
半
で
は
資
源
の

制
約
に
よ
っ
て
、
政
府
は
都
市
廃
棄
物
の
適
切
な
収
集
と
処
理
と

い
っ
た
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
に
提
供
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て

き
た
。
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
産
業
廃
棄
物
や
ご
み
処
理
サ
ー
ビ

ス
に
お
金
を
払
う
こ
と
の
で
き
る
中
産
階
級
の
出
す
廃
棄
物
だ
け
が

定
期
的
に
回
収
さ
れ
て
い
る
事
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
ス
ラ
ム
や
イ
ン
ナ
ー･

シ
テ
ィ
と
い
っ
た
地
域
か
ら
出
る
ご
み

は
回
収
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
、
す
で
に
ご
み
が
一
杯
で
汚
染
さ
れ
た

よ
う
な
場
所
に
不
法
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
（Ecogov

）」
は
、
劣
悪
な
ガ

バ
ナ
ン
ス
は
国
の
環
境
と
天
然
資
源
の
不
適
切
な
管
理
を
も
た
ら
す

と
述
べ
て
い
る
。
地
方
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
資
金
の
制
約
が
地
方

政
府
単
位
（
Ｌ
Ｇ
Ｕ
）
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
制
約
し
、
し
ば
し

ば
透
明
性
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
、
参
加
型
意
思
決
定
を
十
分
に

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
中
央
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
劣
悪
さ
は
、
集
権
化
さ
れ
た
意
思
決
定
と
地
方
の
実
情
に

適
合
し
て
い
な
い
政
策
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
（Ecogov n.d.

）。

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問

題
に
対
処
す
る
う
え
で
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り

（
日
本
環
境
会
議 

二
〇
〇
五
）、
実
際
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
そ
の
他
の
市
民

グ
ル
ー
プ
は
、
政
府
の
政
策
に
影
響
を
与
え
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

も
っ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
コ
ラ
ソ
ン
・
ア
キ
ノ
政
権
が
一
九
八
七
年
の

憲
法
改
正
で
、
非
営
利
の
私
的
セ
ク
タ
ー
の
役
割
を
賞
賛
し
、
そ
れ

が
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
急
速
な
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
を
明
示
す
る

条
項
を
追
加
し
た
（
日
本
環
境
会
議 

二
〇
〇
五
）。
さ
ら
に
一
九
九

一
年
の
地
方
自
治
法
に
は
、「
市
町
村
お
よ
び
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て

は
地
方
開
発
局
の
職
員
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
割
り
当
て
る
こ
と
」
と
い
う
条
項
が
あ
り
（Laquian 2005: 

130

）、
共
和
国
法
九
〇
〇
三
（RA

 9003

）
と
し
て
知
ら
れ
る
二
〇

〇
〇
年
の
固
形
廃
棄
物
管
理
環
境
法
の
施
行
の
時
も
、
政
府
は
Ｌ
Ｇ

Ｕ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
さ
ら
に
私
的
セ
ク
タ
ー
が
固
形
廃
棄
物
管
理
に
さ
ら

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
奨
励
し
た
の
で
あ
る（Republic of 

the Philippines, RA
 9003

）。

を
強
調
す
る
。
ま
ず
主
要
な
議
論
に
入
る
前
に
、
都
市
人
口
の
急
激

な
増
加
、
工
業
化
、
近
代
化
と
い
っ
た
廃
棄
物
の
量
的
増
加
を
も
た

ら
す
い
く
つ
か
の
要
因
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
資
源
の
制
約
か
ら
政

府
だ
け
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
廃
棄
物
問
題
を
解
決
で
き
な
い
と
い
う
事

実
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル･

セ
ク

タ
ー
、
公
的
組
織
お
よ
び
私
的
組
織
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関

係
者
の
参
加
の
必
要
性
を
論
じ
た
い
。
ま
た
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
透
明

性
や
利
害
関
係
者
の
権
利
意
識
と
い
っ
た
、
と
く
に
参
加
を
促
進
す

る
要
因
に
つ
い
て
も
議
論
す
る
。

他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
事
例
も
引
用
す
る
が
、
本
稿
に
お
け
る
議
論

は
主
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
験
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
参
加

を
通
じ
た
廃
棄
物
管
理
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
懸
案
事
項
に
応
え
る

近
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
の
取
り
組
み
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

Ⅰ
都
市
化
・
工
業
化
が
廃
棄
物
管
理
に

及
ぼ
す
影
響

都
市
化
は
都
市
部
に
お
け
る
貧
困
を
急
激
に
増
大
さ
せ
て
い
る

（Badshah 1996

）。
経
済
活
動
の
大
半
は
都
市
部
に
集
中
し
て
い
る

た
め
、
多
く
の
農
村
住
民
に
と
っ
て
都
市
部
へ
の
移
住
は
魅
力
的
な

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
都
市
人
口
の
急
激
な
増

加
は
、
都
市
部
に
お
け
る
極
端
な
生
活
条
件
の
悪
化
を
も
た
ら
し

た
。
都
市
は
工
業
化
と
経
済
発
展
の
中
心
で
あ
る
一
方
で
、
過
酷
な

貧
困
と
不
衛
生
が
蔓
延
す
る
場
所
で
も
あ
る
。

都
市
に
お
け
る
膨
大
な
需
要
の
た
め
、
多
く
の
国
の
政
府
は
十
分

な
住
居
、
水
と
食
料
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
と
い
っ
た
人
々
の
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
そ
の
た
め

都
市
住
民
の
間
で
は
雇
用
機
会
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
が
生
ま
れ
、
最

も
苦
い
思
い
を
す
る
の
が
貧
困
層
や
社
会
の
周
辺
的
な
階
層
の
人
々

で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ
る
。
都
市
に
お
け
る
こ
う

し
た
劣
悪
な
生
活
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
多
く
の
人
々

は
都
市
へ
の
移
住
を
望
み
、
見
捨
て
ら
れ
た
田
舎
に
留
ま
る
よ
り
も

都
市
で
生
き
残
り
、「
よ
り
よ
い
生
活
」
を
手
に
入
れ
る
チ
ャ
ン
ス

を
求
め
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
メ
ガ･

シ
テ
ィ＊

１

の
拡
大
も
ま
た
廃
棄
物

問
題
の
深
刻
化
に
寄
与
し
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
六
〇
年
代
の
初
頭

に
は
、
発
展
途
上
国
の
人
口
の
約
二
〇
％
が
都
市
に
居
住
し
て
い
た

の
み
だ
っ
た
（Rapten 1998

）。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首
都
の
メ
ト
ロ･

マ
ニ
ラ
（
Ｍ
Ｍ
）
は
当
時
、
人
口
三
〇
〇
万
人
以
下
で
あ
り
、
世
界

的
に
み
て
も
メ
ガ
・
シ
テ
ィ
は
三
〇
都
市
も
な
か
っ
た
（Laquian 

2005
）。
し
か
し
二
〇
〇
七
年
八
月
の
国
家
統
計
局
（
Ｎ
Ｓ
Ｏ
）
に
よ

る
二
〇
〇
七
年
版
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
メ
ト
ロ･

マ
ニ
ラ
の
人
口

は
す
で
に
一
一
〇
〇
万
人
以
上
と
な
っ
て
い
る
（N

SO
 2011

）。
さ

ら
に
二
〇
一
五
年
ま
で
に
メ
ガ･

シ
テ
ィ
は
世
界
中
で
三
三
都
市
と

な
り
、
そ
の
う
ち
二
七
都
市
が
発
展
途
上
国
に
集
中
す
る
で
あ
ろ
う
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Ⅲ
地
域
社
会
の
動
員
の
必
要
性
と

社
会
運
動
の
役
割

一
九
八
〇
年
代
に
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
社
会
運
動
の
成
長
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
顕
著
な
も
の
と
な
っ
た（
日
本
環
境
会
議 

二
〇
〇
五; M

agalona 
and M

alayang 2001

）。「
持
続
可
能
な
成
長
に
向
け
た
国
家
戦
略
」 

（T
he Philippine Strategy for Sustainable D

evelopm
ent

）
も

一
九
八
九
年
に
採
択
さ
れ
、「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
市
民
を
動
員
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
政
治
制
度
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
通
じ
て
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
市
民
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ
、
地
域
社
会
を
組
織
化
し
、
公
的

な
情
報
の
発
信
を
行
い
、
研
究
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
環
境
に

関
す
る
監
視
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
他
同
様
の
活
動
を
行

う
も
の
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
（M

agalona and 
M

alayang 2001: 72

）。
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
台

湾
、
韓
国
と
い
っ
た
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
数
も
ま
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
増
加
し
て
い
る
（
日
本
環
境
会
議 

二
〇
〇
五
）。

マ
グ
ノ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
環
境
運
動
の
起
源
と
変
容
を
三

つ
の
時
期
区
分
に
類
型
化
し
て
い
る
（M

agno 1999: 148-149

）。

第
一
期
（
一
九
七
八
―
八
五
年
）
に
お
い
て
環
境
運
動
は
、
市
民
を

開
発
計
画
へ
の
参
加
か
ら
排
除
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
環
境
汚
染
、

資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
不
平
等
性
、
非
民
主
的
な
政
治
経
済
構
造
を

打
倒
す
る
べ
く
結
成
さ
れ
た
。
他
方
で
、
マ
ル
コ
ス
の
追
放
と
コ
ラ

ソ
ン
・
ア
キ
ノ
政
権
発
足
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
第
二
期
（
一

九
八
六
―
九
一
年
）
に
お
い
て
は
、
新
政
権
が
社
会
変
革
に
お
け
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
市
民
組
織
の
役
割
を
認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
憲
法

も
ま
た
国
民
福
祉
を
増
進
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
地
域
社
会
組
織
・
セ
ク

タ
ー
の
活
動
を
奨
励
し
、
民
主
制
の
下
で
、
環
境
・
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

数
は
全
国
で
急
激
に
増
加
し
た
。
第
三
期
（
一
九
九
二
―
九
七
年
）

に
お
い
て
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
過
程
に
お
い
て
顕
著
な
活

動
を
行
っ
て
き
た
（M

agno 1999

）。

近
年
の
研
究
で
は
、「
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
政

府
と
企
業
に
説
明
責
任
を
果
た
さ
せ
る
独
立
し
た
番
犬
」
と
し
て
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
重
要
な
役
割
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
市
民
か
ら

の
圧
力
は
、
地
域
社
会
が
動
員
さ
れ
、
潜
在
的
な
汚
染
者
を
監
視
す

る
力
が
付
与
さ
れ
た
場
合
に
は
、
と
り
わ
け
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
を
改
善
す
る
強
力
な
推
進
者
と
な
る
（Q

adri 2001: 35

）。
ジ
ャ

ニ
ス
・
パ
ー
ル
マ
ン
は
、「
近
隣
諸
国
の
技
術
革
新
の
成
功
の
背
景

に
は
、
草
の
根
の
指
導
者
に
試
練
を
課
す
よ
う
な
仕
組
み
が
存
在

し
、
…
…
彼
ら
は
生
来
的
に
革
新
的
な
考
え
方
や
行
動
様
式
を
備
え

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（Perlm

an and H
opkins 1998: 68, 65

）。

彼
女
は
さ
ら
に
、「
こ
う
し
た
指
導
者
た
ち
を
互
い
に
結
び
つ
け
、

さ
ら
に
中
心
的
な
意
思
決
定
者
に
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
持

つ
影
響
力
と
想
像
力
が
合
わ
さ
れ
ば
、
都
市
や
地
域
社
会
に
お
い
て

真
の
意
味
で
の
変
革
を
同
時
的
に
も
た
ら
す
強
力
な
力
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
述
べ
て
い
る
（Perlm

an and H
opkins 1998: 3

）。

し
た
が
っ
て
、
地
域
住
民
の
ス
キ
ル
と
能
力
が
活
用
さ
れ
る
だ
け

で
も
、
固
形
廃
棄
物
管
理
と
い
う
大
問
題
に
対
処
す
る
上
で
は
大
き

な
助
け
と
な
る
だ
ろ
う
。
政
府
に
お
け
る
限
ら
れ
た
人
的
資
源
を
踏

ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
入
り
込
む
余
地
が
大
い
に
あ

る
。
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
市
民
組
織
の
数
は
増
加
し
て
お
り
、
環

境
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
影
響
力
も
増
大
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る

（Q
adri 2001 ; H

opkinson 2001

）。

Ⅳ
健
全
な
廃
棄
物
管
理
に
向
け
た

環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
人
口
増
加
と
現
代
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
は

固
形
廃
棄
物
の
増
加
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
発
展

途
上
国
に
お
け
る
急
激
な
都
市
化
と
人
々
の
不
適
切
な
廃
棄
物
処
理

に
対
す
る
態
度
は
、
固
形
廃
棄
物
問
題
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
て
い

る
。
財
政
的
・
技
術
的
資
源
の
制
約
か
ら
、
発
展
途
上
国
は
非
効
率

な
固
形
廃
棄
物
収
集
と
処
理
施
設
の
不
足
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
環

境
的
・
健
康
的
問
題
に
よ
り
一
層
苦
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
廃
棄
物
管
理
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
適
切
な

ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
定
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。
技
術
移
転
の
問
題
に

関
し
て
い
え
ば
、
受
入
国
の
適
性
は
十
分
に
査
定
さ
れ
ず
、
単
に
提

供
国
の
規
範
と
経
験
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る

（O
gaw

a 1996

）。
こ
う
し
た
技
術
と
条
件
の
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
は
、

多
く
の
固
形
廃
棄
物
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
失
敗
し
、
あ
る
い
は
持
続

不
可
能
と
な
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
よ
う
な
先
進
国
の
大
半
で
は
焼
却
炉
の
利
用
が
効
果
的
で

あ
っ
て
も
、
費
用
の
高
さ
な
ど
の
た
め
に
、
発
展
途
上
国
の
多
く
で

は
焼
却
炉
の
利
用
は
あ
ま
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
そ
の
他
の
汚
染
物
質
の
存
在
を
根
拠

と
し
て
、
一
九
九
九
年
の
清
浄
空
気
法
、
お
よ
び
共
和
国
法
八
七
四

九
（RA

 8749

）
の
下
に
政
府
が
焼
却
炉
の
利
用
を
禁
止
し
て
い
る

（
日
本
環
境
会
議 

二
〇
〇
五 ; T

erazono et al. 2005

）。
ま
た
、
焼

却
炉
の
利
用
が
代
替
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
り
う
る
と
し
て
も
、

こ
の
種
の
技
術
は
高
い
レ
ベ
ル
の
技
術
力
と
資
金
を
必
要
と
し
、
発

展
途
上
国
の
大
半
で
は
手
に
入
ら
な
い
の
で
あ
る
。

発
展
途
上
国
に
お
け
る
廃
棄
物
の
性
質
と
経
済
社
会
的
条
件
を
考

慮
す
れ
ば
、
シ
ン
プ
ル
で
コ
ス
ト
の
低
い
技
術
の
利
用
と
さ
ま
ざ
ま

な
利
害
関
係
者
の
参
加
の
促
進
が
、
健
全
な
廃
棄
物
管
理
に
向
け
た

取
り
組
み
に
お
い
て
は
最
も
適
切
か
つ
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
環
境
的･

健
康
的
な
関
心
事
に
対
処
す
る
こ

と
の
み
な
ら
ず
、
あ
と
で
述
べ
る
よ
う
に
、
貧
困
削
減
に
も
つ
な
が

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
問
題
は
、
ど
の
よ
う
に
参
加
を
促
し
、

資
源
制
約
が
あ
る
状
況
下
で
は
ど
の
よ
う
な
戦
略
が
可
能
か
、
と
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い
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ツ
ヴ
ィ
ー
プ
と
ダ
ス
ク
は
市
民
参
加
の
た

め
の
三
つ
の
条
件
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
、
意
思
決
定
手
続
き
へ
の
関
与
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
可
能
に
す
る

法
的
・
行
政
的
救
済
手
段
」
で
あ
る
（Zw

iep and D
usk 1996

）。

政
府
だ
け
で
は
固
形
廃
棄
物
問
題
を
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
認
識

し
た
上
で
、
こ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
セ
ク
タ
ー
の
重
要
な
役

割
、
と
り
わ
け
固
形
廃
棄
物
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
市
民
社
会
の

影
響
力
の
増
大
に
着
目
す
る
。
ま
た
本
稿
は
、
透
明
性
の
あ
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
参
加
型
意
思
決
定
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
な

る
「
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
適
用
が
ど
の
よ
う
に
廃
棄
物
管
理

に
お
け
る
問
題
に
対
処
す
る
上
で
効
果
的
な
手
段
と
な
り
う
る
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
「
環
境
ガ
バ
ナ

ン
ス
」
と
は
、
発
展
途
上
国
、
と
り
わ
け
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
健

全
な
固
形
廃
棄
物
管
理
の
実
行
に
向
け
た
政
策
規
制
者
、
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
、
地
域
社
会
、
必
要
と
さ
れ
る
技
術
と
い
っ
た
固
形
廃
棄
物

管
理
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
統
合
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
プ
ロ
セ
ス
の

こ
と
を
い
う
。

政
策
決
定
者
は
、
政
府
と
Ｌ
Ｇ
Ｕ
を
含
み
、
廃
棄
物
管
理
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
リ
ー
ダ
ー
な
い
し
法
的
執
行
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。
他
方
で
、
そ
の
他
こ
の
問
題
に
か
か
わ
る
団
体
に
は
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
市
民
組
織
、
企
業
、
そ
の
他
公
的
・
私
的
団
体
（
研
究
所
、
学

校
、
大
学
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
社
会
な
い
し
地
域

住
民
（
家
計
）
は
、
廃
棄
物
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
す
る
上
で
の

重
要
な
利
害
関
係
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
部
門
の
参
加
な
い
し
不
参

加
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
否
に
大
い
に
影
響
を
与
え
る
。
さ
ら
に
、
現

実
的
な
条
件
と
利
用
可
能
な
資
源
に
基
づ
い
た
適
切
な
技
術
の
選
定

は
、
固
形
廃
棄
物
管
理
問
題
に
対
処
す
る
上
で
重
要
と
な
る
。
こ
う

し
た
技
術
は
、「
ハ
ー
ド
」（
装
置
、
施
設
な
ど
）
と
「
ソ
フ
ト
」（
廃

棄
物
最
小
化
、
使
用
料
、
人
的
資
源
の
開
発
、
情
報
の
普
及
な
ど
）
の

二
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
（O

cenar 2001: 4 ; 
O

gaw
a 1996: 72

）。

Ⅴ
参
加
を
通
じ
た
廃
棄
物
管
理
に
お
け
る

近
年
の
取
り
組
み

固
形
廃
棄
物
管
理
の
よ
う
な
慢
性
的
な
問
題
に
対
処
す
る
上
で
、

問
題
の
根
本
原
因
を
特
定
し
、
財
源
お
よ
び
人
的･

技
術
的
側
面
か

ら
利
用
可
能
な
リ
ソ
ー
ス
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
実
現
可
能
な
解
決

策
と
戦
略
を
決
定
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
完
全
で
は

あ
る
が
、
実
行
不
可
能
な
技
術
的
シ
ス
テ
ム
な
い
し
政
策
枠
組
み
」

を
設
計
す
る
こ
と
は
論
理
的
で
は
な
い
。
利
用
可
能
な
資
源
と
制
約

を
慎
重
に
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、「
す
べ
き
こ

と
を
決
定
し
、
可
能
な
こ
と
に
労
力
を
集
中
す
る
」
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
（U

N
EP-IET

C 1996: 16

）。

以
下
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
経

験
か
ら
い
く
つ
か
の
成
功
事
例
を
取
り
上
げ
て
議
論
す
る
。
本
稿

は
、
こ
う
し
た
経
験
か
ら
引
き
出
し
う
る
洞
察
が
、
そ
の
他
の
似
た

よ
う
な
条
件
の
地
域
で
も
適
用
で
き
る
可
能
性
に
つ
い
て
の
教
訓
や

課
題
を
提
供
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る

事
例
は
、
理
論
上
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
有
効
性
が
証
明
さ
れ
た
実

行
可
能
な
戦
略
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
以
下
で
は
、
健
全
な
固

形
廃
棄
物
管
理
戦
略
の
適
用
に
付
随
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

（
利
害
関
係
者
）
と
プ
ロ
セ
ス
（
意
思
決
定
）
に
焦
点
を
当
て
た
い
と

思
う
。１

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
固
形
廃
棄
物
管
理
の

概
要

固
形
廃
棄
物
管
理
問
題
の
危
機
的
状
況
、
な
ら
び
に
そ
れ
が
解
決
さ

れ
な
い
場
合
に
環
境
お
よ
び
人
間
の
健
康
に
も
た
ら
さ
れ
る
脅
威
に
対

す
る
反
応
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
二
〇
〇
一
年
一
月
二
六
日
に

共
和
国
法
九
〇
〇
三
（RA

 9003

）
を
制
定
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
部
分

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
環
境
政
策
と
は
異
な
り
、
こ
の
法
令
は
固

形
廃
棄
物
管
理
問
題
に
対
す
る
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
も

の
と
な
っ
た
。
ま
た
当
該
法
令
は
、
公
衆
衛
生
と
環
境
保
護
を
保
証
す

る
体
系
的
、
か
つ
環
境
に
配
慮
し
た
固
形
廃
棄
物
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

採
用
す
る
国
家
の
意
思
を
表
明
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
（Republic of 

the Philippines, RA
 9003, A

rticle 1, Section 2

）。

政策規制者 技術

環境
ガバナンス

健全な固形廃棄物管理
◎有効性
◎持続可能性
◎再現可能性

図１　健全な固形廃棄物管理に向けた環境ガバナンス
（出所）Atienza 2009.
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こ
の
法
令
の
施
行
に
際
し
て
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｕ
が
主
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
（
第
一
〇
節
）、
残
存
廃
棄
物
の
最
終
処
理
場
と
し
て
の
野
外

投
棄
場
を
す
べ
て
閉
鎖
し
、
代
わ
っ
て
衛
生
埋
立
地
（
Ｓ
Ｌ
Ｆ
）
が

造
成
さ
れ
る
こ
と
（
第
三
七
節
、
四
〇
―
二
頁
）、
当
該
法
令
施
行

か
ら
五
年
以
内
に
二
五
％
の
削
減
を
目
標
と
し
（
第
二
〇
節
）、
上

流
に
お
け
る
分
別
（
第
二
一
節
）、
す
べ
て
の
市
町
村
に
お
け
る
廃

棄
物
再
利
用
施
設
（
Ｍ
Ｒ
Ｆ
）
の
造
成
（
第
三
二
節
）、
す
べ
て
の

セ
ク
タ
ー
の
参
加
（
第
五
、
一
一
、
一
二
節
）
を
通
じ
て
実
行
す
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
市
民
の
参
加
を
奨
励
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
個

人
、
団
体
、
法
人
お
よ
び
政
府
当
局
で
法
を
遵
守
し
な
い
者
に
対
し

て
は
、
す
べ
て
の
者
が
民
事･

刑
事･
行
政
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
が

で
き
る
と
定
め
て
い
る
（
第
五
二
節
）。
国
家
固
形
廃
棄
物
管
理
委

員
会
（
Ｎ
Ｓ
Ｗ
Ｍ
Ｃ
）
は
関
連
す
る
政
府
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
法
人
と

協
力
し
て
固
形
廃
棄
物
管
理
に
対
す
る
市
民
の
意
識
向
上
の
た
め
に

啓
蒙
活
動
の
継
続
な
ら
び
に
促
進
を
委
任
さ
れ
て
い
る
（
第
五
五

節
）。
ま
た
、
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
全
課
程
に
お
け
る
環
境
事

項
に
つ
い
て
も
そ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
第
五
六
節
）。

他
の
発
展
途
上
国
と
同
様
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
廃
棄
物
の

う
ち
高
い
割
合
を
有
機
物
と
再
利
用
可
能
な
ご
み
が
占
め
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
メ
ト
ロ
・
マ
ニ
ラ
で
は
図
２
が
示
す
よ
う
に
、
廃
棄
物

の
大
部
分
が
微
生
物
分
解
可
能
で
再
利
用
可
能
な
ご
み
で
あ
る
。
さ

ら
に
図
３
が
示
す
よ
う
に
、
こ
う
し
た
ご
み
の
七
四
・
一
四
％
が
家

庭
ご
み
で
あ
り
、
一
六
・
九
〇
％
が
商
業
施
設
か
ら
出
る
ご
み
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
家
庭
と
商
業
施
設
が
ご
み
を
適
切

に
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
行
す
る
だ
け
で
、
非
常
に
わ
ず
か
な

量
の
廃
棄
物
が
処
理
施
設
に
捨
て
ら
れ
る
だ
け
で
済
む
よ
う
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
台
所
か
ら
出
る
ご
み
は
微
生

物
分
解
に
回
し
、
再
利
用
可
能
な
ご
み
は
自
治
体
の
廃
棄
物
再
利
用

施
設
に
お
い
て
商
業
用
途
で
保
管
す
る
か
、
も
し
く
は
再
利
用
可
能

商
品
用
の
原
料
と
し
て
利
用
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

処
理
施
設
に
捨
て
ら
れ
る
ご
み
の
量
が
減
る
だ
け
で
な
く
、
廃
棄
物

処
理
に
か
か
る
経
費
の
多
く
が
削
減
で
き
る
上
に
、
バ
ラ
ン
ガ
イ＊

２

や

地
域
社
会
に
と
っ
て
は
追
加
的
な
収
入
源
と
も
な
り
う
る
の
で
あ

る
。
収
入
源
と
し
て
清
掃
、
廃
棄
物
売
買
に
依
存
す
る
膨
大
な
数
の

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
が
存
在
し
、
メ
ト
ロ
・
マ
ニ
ラ
だ
け

で
も
生
活
の
た
め
に
こ
う
し
た
活
動
に
従
事
す
る
人
々
は
四
〇
〇
〇

人
ほ
ど
い
る
の
で
あ
る
（A

tienza 2009 ; D
EN

R/A
D

B 2003

）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
顕
著
な
特
徴
は
、
廃
棄
物

の
保
管
と
そ
の
管
理
を
含
む
環
境
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
促
進
に
積
極

的
に
関
与
す
る
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
数
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。フ
ィ

リ
ピ
ン
証
券
取
引
委
員
会
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
七
年
で
五
万

八
〇
〇
〇
以
上
の
部
門
別
団
体
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
さ

ら
に
数
千
の
団
体
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
活
動
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
（Laquian 2005

）。
環
境
天
然
資
源
局
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
）
に
も
一
万

以
上
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
登
録
さ
れ
て
い
る
（M

agalona 
and M

alayang 2001
）
こ
と
か
ら
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ア
ジ
ア
で
も

45％

7％

1％

5％

1％

17％

4％

16％

1％3％

生ごみ 草・木材 革・ゴム

金属 陶器・石材 紙

繊維 プラスチック ガラス

その他

74.14％

7.50％

9.40％

7.60％

0.80％
0.14％

0.40％

家庭 商業施設（レストラン） 商業施設（小売店）

卸市場 公共施設 街路清掃

河川清掃

図２　メトロ・マニラにおける廃棄物の構成
（出所）MMDA. 2007

図３　メトロ・マニラにおける廃棄物の発生源
（出所）MMDA. 2007
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八
ト
ン
の
そ
の
他
の
ご
み
が
自
治
体
の
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
っ
て
毎
週
土

曜
日
に
混
合
収
集
さ
れ
て
い
る
（A

tienza 2008 ; Pantua 2008

）。

バ
グ
ン
ブ
ハ
イ
・
バ
ラ
ン
ガ
イ

バ
グ
ン
ブ
ハ
イ
・
バ
ラ
ン
ガ
イ
は
、
住
民
が
再
利
用
可
能
な
廃
棄

物
と
交
換
に
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
い
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
米
、
医
薬

品
、
石
鹸
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
と
交
換
で
き
る
「
廃
棄
物
取
引
プ
ロ

グ
ラ
ム
」（Basura M

o, Ipalit M
o

）
を
通
じ
て
廃
棄
物
管
理
に
お

け
る
ブ
レ
ー
ク
・
ス
ル
ー
を
達
成
し
た
。
シ
ン
プ
ル
で
低
コ
ス
ト
の

技
術
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ガ
イ
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル

（
主
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
を
成
功
さ
せ
た
。
バ
ラ
ン
ガ
イ
は
微
生
物

分
解
を
通
じ
て
生
ご
み
問
題
に
対
処
し
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ

て
、
ご
み
を
六
五
％
削
減
し
、
わ
ず
か
三
年
で
ご
み
回
収
の
回
数
を

一
週
間
あ
た
り
一
〇
回
か
ら
一
・
五
回
ま
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
バ
グ
ン
ブ
ハ
イ
・
バ
ラ
ン
ガ
イ
は
ケ
ソ
ン
市

政
府
か
ら
一
二
〇
万
ペ
ソ
に
及
ぶ
報
奨
金
を
二
〇
〇
六
年
に
受
け

取
り＊

３

、
報
奨
金
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
費
用
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
バ
グ
ン
ブ
ハ
イ
・
バ
ラ
ン
ガ
イ
は
、
肥
料
を
一
キ

ロ
当
た
り
五
ペ
ソ
で
養
豚
農
家
に
売
る
こ
と
で
副
収
入
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
そ
れ
を
二
等
分
す
る
こ
と
で
「
エ

コ
警
察
」
と
ご
み
回
収
業
者
も
副
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
（A

tienza 2008

）。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
重
要
な
役
割
に
関
す
る
事
例
と
し
て
、
マ
ザ
ー
・
ア
ー

ス
財
団
（
Ｍ
Ｅ
Ｆ
）
の
経
験
に
つ
い
て
議
論
し
よ
う
。
Ｍ
Ｅ
Ｆ
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
固
形
廃
棄
物
管
理
に
お
い
て
最
も
有
力
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で

あ
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
共
和
国
法
九
〇
〇
三
（RA

 9003
）
制

定
に
向
け
た
ロ
ビ
イ
ン
グ
の
第
一
線
に
あ
っ
た
。
ま
た
リ
サ
イ
ク

ル
、
再
利
用
、
堆
肥
化
を
通
じ
た
廃
棄
物
の
早
急
な
再
生
を
意
味
す

る
「
廃
棄
物
ゼ
ロ
管
理
」
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ロ
ー
・
テ
ク
か
つ
低

コ
ス
ト
の
固
形
廃
棄
物
管
理
を
支
持
し
て
い
る
。
活
動
の
中
に
は
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
廃
棄
物
再
生
施
設
の
建
設
、
再
利
用
可
能
廃
棄
物

の
経
済
的
利
用
の
促
進
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
内
的

エ
コ
ロ
ジ
ー
」（
環
境
倫
理
）
お
よ
び
「
外
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
」（
実
践

的
廃
棄
物
再
生
）
と
呼
ば
れ
る
テ
ー
マ
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
る
（A

ncheta 2004

）。

カ
ロ
ー
カ
ン
市

カ
ロ
ー
カ
ン
市
は
メ
ト
ロ
・
マ
ニ
ラ
地
域
に
お
い
て
ケ
ソ
ン
市
に

次
ぐ
第
二
の
都
市
で
あ
り
、
Ｍ
Ｅ
Ｆ
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た

都
市
の
一
つ
で
あ
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｕ
お
よ
び
そ
の
他
の
セ
ク
タ
ー
と
の
協

働
に
よ
り
、
Ｍ
Ｅ
Ｆ
は
共
和
国
法
九
〇
〇
三
（RA

 9003

）
の
啓
発

の
た
め
に
固
形
廃
棄
物
管
理
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
廃
棄
物
ゼ
ロ

管
理
を
促
進
す
る
た
め
に
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
廃
棄
物
再
利
用
施
設
の
建

設
と
運
営
を
支
援
し
て
い
る
。
総
会
は
毎
月
開
催
さ
れ
、
市
長
、
Ｍ

Ｅ
Ｆ
、
一
八
八
の
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
首
長
ら
が
一
堂
に
会
し
て
固
形
廃

最
も
活
動
的
で
影
響
力
の
あ
る
市
民
社
会
を
有
す
る
国
の
一
つ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
近
年
の
廃
棄
物
管
理
の

取
り
組
み
―
―
い
く
つ
か
の
成
功
事
例

資
源
制
約
が
存
在
す
る
な
か
で
、
効
果
的
に
廃
棄
物
管
理
を
実
施

し
う
る
こ
と
を
証
明
し
て
見
せ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
近
年
の
取

り
組
み
は
以
下
の
よ
う
な
活
動
に
見
て
取
れ
る
。
た
と
え
ば
、
参
加

と
地
域
社
会
の
動
員
の
促
進
、
個
人
・
地
域
・
学
校
に
お
け
る
情

報
・
教
育
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
、
廃
棄
物
再
利
用
施
設
、
廃
棄
物
の
分
別
施
設
の
建
設
と
い
っ

た
シ
ン
プ
ル
な
技
術
の
応
用
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
廃
棄
物
処
理
セ

ク
タ
ー
の
再
評
価
、
モ
デ
ル
地
域
の
選
定
、
廃
棄
物
取
引
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
再
利
用
品
の
回
収
イ
ベ
ン
ト
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）、
廃
棄
物
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
い
っ
た
活
動
が
そ
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
か
ら
い
く
つ
か
成
功
事
例
を
挙
げ
る
上

で
、
バ
ラ
ン
ガ
イ
お
よ
び
都
市
の
経
験
と
同
時
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
そ
の
他

の
利
害
関
係
者
の
重
要
な
貢
献
に
つ
い
て
も
議
論
し
た
い
。
自
治
体

の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
は
廃
棄
物
管
理
に
お
け
る

モ
デ
ル
地
域
の
選
定
を
始
め
た
。
筆
者
は
、
以
前
に
ラ
グ
ー
ナ
の
ロ

ス
・
バ
ニ
ョ
ス
と
ケ
ソ
ン
市
の
バ
グ
ン
ブ
ハ
イ
・
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
二

つ
の
自
治
体
の
経
験
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
そ
う
し
た
自
治
体
が

参
加
し
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
低
コ
ス
ト
の
地
元
技
術
の
活
用

を
通
じ
て
廃
棄
物
管
理
に
お
け
る
ブ
レ
ー
ク
・
ス
ル
ー
を
達
成
し
た

の
か
に
つ
い
て
議
論
し
た
こ
と
が
あ
る
（A

tienza 2008

）。
ち
な

み
に
、
両
者
と
も
に
モ
デ
ル
地
域
に
選
ば
れ
て
い
る
。

ロ
ス
・
バ
ニ
ョ
ス

ロ
ス
・
バ
ニ
ョ
ス
に
お
け
る
大
き
な
転
換
点
は
、
野
外
投
棄
場
を

廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
に
変
え
た
こ
と
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
は
廃
棄
物
再
利

用
施
設
と
み
な
し
て
い
る
）、
お
よ
び
既
存
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・

セ
ク
タ
ー
を
正
式
な
団
体
に
再
編
成
し
た
こ
と
（「
ロ
ス
・
バ
ニ
ョ

ス
固
形
廃
棄
物
団
体
」（
Ｌ
Ｂ
―

Ｓ
Ｗ
Ｏ
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
ス
・
バ
ニ
ョ
ス
政
府
、
ロ
ス
・
バ
ニ
ョ
ス
科
学

技
術
地
域
財
団
（
Ｌ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｆ
Ｉ
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
自
然
研
究
会
（
Ｐ

Ｓ
Ｓ
Ｎ
）、
そ
の
他
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ま
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
強
力
な
Ｉ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
た
参
加
型

意
思
決
定
、
セ
ク
タ
ー
間
の
対
話
、
地
域
社
会
の
動
員
な
ど
を
通
じ

て
可
能
と
な
っ
た
。
自
治
体
も
ま
た
「
分
別
な
け
れ
ば
回
収
な
し
」

と
い
う
方
針
に
加
え
て
、
商
業
施
設
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
使
い
捨
て
品
の
不
使
用
、
生
ご
み
の
微
生
物
分
解

（
野
菜
、
果
物
、
花
の
肥
料
と
し
て
の
利
用
）、
再
利
用
品
の
適
切
な

管
理
な
ど
を
厳
格
に
履
行
し
た
。
廃
棄
物
の
分
別
収
集
の
実
行
に
よ

り
、
一
日
当
た
り
約
三
三
ト
ン
か
ら
三
五
ト
ン
あ
っ
た
固
形
廃
棄
物

が
削
減
さ
れ
（Perez 2006

）、
一
日
当
た
り
二
ト
ン
の
生
ご
み
と
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れ
て
い
る
有
効
な
戦
略
の
一
つ
と
し
て
は
、
違
反
者
が
地
方
メ
デ
ィ

ア
で
報
道
さ
れ
る
と
い
う
「
恥
辱
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
る
（
二
〇
一
〇
年
七
月
二
三
日
、
プ
エ
ル
ト
・
プ
リ
ン
セ
サ
市

環
境
職
員
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
）。

企
業
部
門
に
よ
る
取
り
組
み

廃
棄
物
の
よ
り
効
果
的
で
効
率
的
な
回
収
と
そ
の
処
理
の
た
め

に
、
環
境
問
題
に
対
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
企
業
連
合
（
Ｐ
Ｂ
Ｅ
）
は
、

再
利
用
品
回
収
イ
ベ
ン
ト
と
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
、
地
方
政
府
、
企
業
部
門

（
と
り
わ
け
Ｓ
Ｍ
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ル
、
ア
ヤ
ラ
・
モ
ー
ル
と
い
っ
た

モ
ー
ル
運
営
者
や
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
な
ど
）、
地
域
社
会
の
協
力
に
よ

る
廃
棄
物
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
廃
棄
物
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
、
企
業
部
門
が
廃
棄
物
管
理
の
懸
案
事
項
に
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
以
降
、
廃
棄
物
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
開
始
さ
れ
、
ア
ヤ
ラ
・
モ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
は
二
六
万
七

〇
〇
〇
ペ
ソ
相
当
の
四
六
ト
ン
の
廃
棄
物
を
回
収
し
た
と
報
告
し
て

い
る
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｍ
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ル
は
二
六
〇
万
ペ
ソ
相
当
の
四

一
七
ト
ン
の
廃
棄
物
を
回
収
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
に
よ
っ
て

二
〇
〇
二
年
の
活
動
開
始
以
来
回
収
さ
れ
た
再
利
用
可
能
な
廃
棄
物

は
合
計
二
三
三
六
ト
ン
に
も
上
っ
て
い
る
（A

ntonio 2010

）。

Ⅵ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
廃
棄
物
処
理
セ
ク
タ
ー
の

重
要
な
役
割

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
そ
の
他
の
近
年
の
取
り
組
み
は
、「
固
形

廃
棄
物
管
理
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
国
家
的
枠

組
み
計
画
」
を
通
じ
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
廃
棄
物
処
理
セ
ク
タ
ー
の

重
要
な
貢
献
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
〇
九
年
に
策
定
さ

れ
た
固
形
廃
棄
物
管
理
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の

国
家
的
枠
組
み
計
画
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
計
画
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
を
組
織
化
あ
る
い
は
法
人
化
す
る
こ
と
や
、
能
力

開
発
及
び
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、

「
良
好
な
政
策
環
境
、
ス
キ
ル
の
向
上
、
安
定
し
た
生
活
手
段
、
雇

用
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
」
に
よ
っ
て

固
形
廃
棄
物
管
理
シ
ス
テ
ム
を
統
合
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
（N

SW
M

C 2009: 34

）。

本
稿
の
冒
頭
部
分
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
廃

棄
物
処
理
セ
ク
タ
ー
の
存
在
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ン
ド
な
ど
の
多
く
の
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
で
顕
著
と
な
っ
て
い

る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
廃
棄
物
処
理
セ
ク
タ
ー
を
語
る
上
で
着
目

す
る
必
要
が
あ
る
重
要
な
争
点
の
一
つ
は
、
廃
棄
物
処
理
に
従
事
す

る
人
々
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
活
動
に
付
随
す
る
環
境
と
健
康
へ

棄
物
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
争
点
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。
バ
ラ
ン
ガ
イ
固
形
廃
棄
物
管
理
委
員
会
（
Ｂ
Ｓ

Ｗ
Ｍ
Ｃ
）
は
宗
教
団
体
、
ジ
ャ
ン
ク
・
シ
ョ
ッ
プ
、
学
校
そ
の
他
の

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら
の
代
表
か
ら
成
り
、
す
べ
て
の
バ
ラ
ン
ガ
イ

に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
。「
分
別
な
け
れ
ば
回
収
な
し
」
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
す
べ
て
の
市
で
実
施
さ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
六
月
三
〇
日

の
時
点
で
、
一
八
八
の
バ
ラ
ン
ガ
イ
す
べ
て
で
Ｂ
Ｓ
Ｗ
Ｍ
Ｃ
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
カ
ロ
ー
カ
ン
市
は
一
八
八
の
バ

ラ
ン
ガ
イ
に
一
七
九
の
廃
棄
物
再
利
用
施
設
を
建
設
し
、
そ
れ
は
基

準
の
九
五
・
二
一
％
を
達
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（Caloocan City. 

n.d.

）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｍ
Ｅ
Ｆ
、
Ｌ
Ｇ
Ｕ
、
自
治
体
の
協
働
に

よ
っ
て
す
べ
て
の
バ
ラ
ン
ガ
イ
で
廃
棄
物
再
利
用
施
設
の
有
効
な
運

営
が
行
わ
れ
、
以
前
と
比
べ
て
廃
棄
物
が
一
一
％
削
減
さ
れ
た

（A
ncheta 2004

）。
こ
う
し
た
状
況
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
の
減
少

と
環
境
へ
の
重
大
な
脅
威
の
減
少
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

プ
エ
ル
ト
・
プ
リ
ン
セ
サ
市

廃
棄
物
再
利
用
施
設
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
施
設
の
設
立
が
ど
の

よ
う
に
Ｓ
Ｌ
Ｆ
の
よ
う
な
高
価
な
技
術
の
必
要
性
を
下
げ
、
そ
の
寿

命
を
延
ば
し
う
る
の
か
に
つ
い
て
示
す
例
と
し
て
、
パ
ラ
ワ
ン
の
プ

エ
ル
ト
・
プ
リ
ン
セ
サ
の
経
験
を
紹
介
し
た
い
。
プ
エ
ル
ト
・
プ
リ

ン
セ
サ
市
は
三
年
間
最
も
衛
生
的
で
環
境
的
な
都
市
と
し
て
殿
堂
入

り
し
て
い
る
。
共
和
国
法
九
〇
〇
三
（RA

 9003

）
が
施
行
さ
れ
る

前
の
一
九
九
九
年
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
初
の
Ｓ
Ｌ
Ｆ
建
設
の
公
聴
会

を
開
催
し
た
。
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
か
ら
二
億
ペ
ソ
の
融
資
を
受
け

て
、
二
〇
〇
五
年
八
月
二
五
日
に
第
一
段
階
と
し
て
二
・
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
た
。
当
時
、
平
均
一
〇
〇
ト
ン
の
廃
棄
物
が
回

収
さ
れ
る
と
い
う
前
提
で
、
Ｓ
Ｌ
Ｆ
の
寿
命
は
三
年
二
ヶ
月
と
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
利
用
は
半
分
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
（
四
つ
の
セ
ル
の
う
ち
二
つ
）。
こ
れ
は
そ
の
他
の
ご
み
の
収

集
が
二
〇
〇
五
年
に
は
一
日
当
た
り
一
〇
〇
ト
ン
に
削
減
さ
れ
、
現

在
で
も
す
べ
て
の
バ
ラ
ン
ガ
イ
で
の
分
別
の
実
施
に
よ
っ
て
一
日
当

た
り
四
八
ト
ン
に
削
減
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
（
二
〇
一
〇
年
七

月
二
二
日
，
ア
ー
ル
・
ブ
エ
ン
ヴ
ィ
ア
ジ
ェEarl Buenviaje

か
ら

の
聞
き
取
り
に
よ
る
）。

廃
棄
物
管
理
の
厳
格
な
実
施
、
と
り
わ
け
廃
棄
物
再
利
用
施
設
の

建
設
は
二
〇
〇
七
年
に
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
か
ら
プ
エ
ル
ト
・
プ

リ
ン
セ
サ
当
局
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｆ
に
よ
る
す
べ
て
の
バ
ラ
ン
ガ
イ
へ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
六
六
の
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
う
ち
三
一
は
農

村
部
で
あ
り
、
三
五
は
都
市
部
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
六
％
の
都
市
部

に
全
人
口
の
八
〇
％
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
農
村
部
で
は

住
宅
は
お
互
い
に
離
れ
て
お
り
、
小
規
模
の
廃
棄
物
再
利
用
施
設
が

各
戸
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
都
市
部
で
は
バ
ラ
ン
ガ
イ
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
六
六
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
う
ち
、
三
～
六

つ
の
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
み
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
規
定
を
遵
守
し
て
い
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
モ
デ
ル
地
域
へ
の
意
識
と
は
別
個
に
用
い
ら
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フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
重
要
な
役
割
が
再
認
識
さ
れ
始
め
て
い

る
。
廃
棄
物
管
理
政
策
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
を
取
り
込

む
計
画
が
い
く
つ
か
開
始
さ
れ
、
状
況
改
善
の
た
め
の
方
策
が
行
わ

れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
二
〇
〇
六
年
度
国
家
環
境
政
策
に
お
い

て
、「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
に
法
的
認
可
を
与
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
廃
棄
物
の
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す
る
。

と
く
に
制
度
的
な
融
資
と
関
連
す
る
技
術
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ

せ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
第
五
・
二
・
八
節
三
ｅ
）。

Ⅶ
廃
棄
物
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
プ
ロ
セ
ス

排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
種
類
と
利
用
可
能
な
資
源
を
考
慮
す
れ

ば
、
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
堆
肥
化
を
通
じ
た
ロ
ー･

テ
ク
か
つ

低
コ
ス
ト
の
技
術
の
利
用
が
、
廃
棄
物
問
題
に
対
処
す
る
上
で
よ
り

効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
排
出
さ
れ

る
廃
棄
物
の
量
を
削
減
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
収
入
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
で
貧
困
削
減
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
固

形
廃
棄
物
管
理
戦
略
は
、
シ
ン
プ
ル
で
安
価
で
あ
る
と
同
時
に
、
環

境
的
に
も
社
会
的
に
も
受
容
可
能
で
あ
る
た
め
、
よ
り
持
続
可
能
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
特
徴
、
な
ら
び
に
膨

大
な
数
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
の
存
在
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
Ｓ
Ｌ
Ｆ
の
よ
う
な
高
価
な
技
術
を
用
い
た
施
設
の
建
設

は
必
ず
し
も
必
要
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の

代
わ
り
に
、
セ
ク
タ
ー
間
協
力
と
強
力
な
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通

じ
た
参
加
の
促
進
は
強
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

図
１
と
同
様
に
、
以
上
で
議
論
し
た
諸
事
例
で
は
健
全
な
廃
棄
物

管
理
戦
略
の
達
成
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
利
害
関
係

者
）
と
プ
ロ
セ
ス
（
意
思
決
定
）
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
固
形
廃
棄

物
管
理
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
争
点
や
懸
案
に
対
処
す
る
た
め
に
、

セ
ク
タ
ー
間
対
話
、
会
合
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
が
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
す
る
こ
と
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
政
策
の
効
果
的
な
実
施
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が

る
。
こ
れ
は
、
利
害
関
係
者
間
の
問
題
を
め
ぐ
る
透
明
性
、
住
民
参

加
に
よ
る
意
思
決
定
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け

ら
れ
る
よ
う
な
固
形
廃
棄
物
問
題
へ
の
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
適

用
に
よ
る
便
益
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

結
論

廃
棄
物
の
増
加
と
そ
の
不
適
切
な
管
理
が
環
境
お
よ
び
人
間
の
健

康
に
も
た
ら
す
脅
威
と
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
懸
案
事
項
に

は
緊
急
に
対
処
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
本
稿
で
の
考
察
に
よ
れ
ば
、

健
全
な
廃
棄
物
管
理
の
実
現
の
た
め
に
は
、
住
民
側
の
イ
ン
セ
ン

の
危
険
性
で
あ
る
。
廃
棄
物
処
理
に
従
事
す
る
人
々
の
大
半
は
何
の

保
護
も
無
く
こ
う
し
た
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、
危
険
な
廃
棄
物
を

取
り
扱
う
場
合
に
は
リ
ス
ク
は
よ
り
大
き
く
な
る
。
こ
う
し
た
危
険

性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
は
、
主
に
そ
の
他
の
機
会
が
無
い
こ
と
や
、
こ
う
し
た
活
動
の
リ

ス
ク
の
認
識
不
足
の
た
め
に
危
険
な
活
動
に
従
事
し
続
け
て
い
る
の

で
あ
る
。

ケ
ソ
ン
市
パ
ヤ
タ
ス
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
パ

ヤ
タ
ス
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
取
引
所
（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｅ
）
の

社
員
数
人
に
対
す
る
個
人
的
な
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
大
半

は
こ
の
種
の
仕
事
が
も
た
ら
す
危
険
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て
い
る

が
、
生
き
て
い
く
た
め
に
彼
ら
に
依
存
し
て
い
る
家
族
が
い
る
の
で

他
に
選
択
肢
が
無
い
と
言
う
。
し
か
し
機
会
が
あ
る
な
ら
、
他
の
種

類
の
仕
事
を
学
ぶ
意
欲
は
あ
る
の
だ
と
も
言
っ
て
い
る
（
二
〇
〇
九

年
八
月
二
五
日
）。
パ
ヤ
タ
ス
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
社

長
の
コ
ロ
ネ
ル
・
ロ
ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
イ
マ
リ
ン
（Coronel Roberto 

Jaym
alin

）
に
対
す
る
最
近
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
パ
ヤ
タ
ス
当

局
が
管
理
し
て
い
た
投
棄
場
の
完
全
閉
鎖
に
先
立
っ
て
、
す
で
に
一

部
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
関
係
者
に
対
す
る
代
替
的
な
生

活
手
段
に
関
す
る
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
て
い
る
と
い
う

（
二
〇
一
一
年
二
月
一
七
日
）。

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
つ
で
あ
る
廃
棄
物
エ
コ

連
合
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
プ
ロ
テ
ク
ト
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
っ
て
お
り
、
有
害
化
学
物
質
の
啓
発
と
そ
の
危
険
か
ら
人
々
と

環
境
を
守
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇

年
八
月
二
三
日
に
は
セ
ブ
島
で
化
学
物
質
の
安
全
性
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
参
加
者
の
八
〇
％
が
廃
棄
物
回
収
者
で

あ
り
、
そ
の
他
は
労
働
省
、
厚
生
省
、
保
健
省
、
Ｌ
Ｇ
Ｕ
な
ど
の
政

府
機
関
か
ら
で
あ
っ
た
。

他
方
で
、
筆
者
の
以
前
の
研
究
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー

に
つ
い
て
議
論
し
た
よ
う
に
（A

tienza 2010

）、
共
に
以
前
は
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
テ
ッ
ク
ス
サ
イ
ク
ル
（
マ
レ
ー

シ
ア
）
や
マ
ル
チ
・
ハ
ン
ナ
・
ク
レ
ア
シ
ン
ド
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

は
、
廃
棄
物
管
理
へ
の
規
制
や
不
適
切
な
リ
サ
イ
ク
ル
が
も
た
ら
す

危
険
性
に
つ
い
て
認
識
し
た
際
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
改
善
す
る

決
意
を
し
た
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

の
潜
在
力
を
彼
ら
は
理
解
し
て
い
る
の
で
、
持
続
可
能
な
方
法
で
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
競
争
す
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
法
的
な
認
可
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
悟
っ
た
の
で
あ
る
（
二
〇
一
〇
年
一
月
一
八
日
、

テ
ッ
ク
ス
サ
イ
ク
ル
の
上
級
職
員
か
ら
の
聞
き
取
り
、
二
〇
一
〇
年
二

月
一
〇
日
、マ
ル
チ
・
ハ
ン
ナ
・
ク
レ
ア
シ
ン
ド
の
現
場
監
督
フ
シ
ン
・

シ
ャ
ハ
ブH

usin Shahab

か
ら
の
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
回
答
に
よ
る
）。

こ
う
し
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
活
動
に
関
わ
る
問
題

と
課
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
く
に
貧
し
い
都
市
移
住
者
に
と
っ
て

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
は
潜
在
的
な
収
入
源
に
な
り

う
る
。
近
年
で
は
、
一
部
の
国
で
廃
棄
物
管
理
に
お
け
る
イ
ン
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の
促
進
を
通
じ
て
の
み
実
行
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
ま
た
情
報
の
共

有
が
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
一
方
で
、
す
べ
て
の
利

害
関
係
者
の
権
利
が
認
め
ら
れ
、
よ
り
健
康
的
で
持
続
可
能
な
環
境

の
一
致
団
結
し
た
追
求
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
社
会
の
よ
り
不
利
な

立
場
の
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
の
社
会
的
・
環
境
的
側
面
が
考
慮
さ
れ

る
こ
と
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。

◉
注

＊ 

１ 

メ
ガ･

シ
テ
ィ
と
は
、
国
連
に
よ
る
定
義
に
よ
れ
ば
人
口
一
〇
〇

〇
万
人
以
上
の
都
市
を
指
す
（Laquian 2005

）。

＊ 

２ 

バ
ラ
ン
ガ
イ
（Barangay

）
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
自
治
体

の
最
小
単
位
。

＊ 

３ 

共
和
国
法
九
〇
〇
三
（RA

 9003

）
の
施
行
を
支
援
し
、
す
べ
て

の
自
治
体
に
固
形
廃
棄
物
管
理
を
実
施
さ
せ
る
た
め
に
、
ケ
ソ
ン
市
政

府
は
「
バ
ラ
ン
ガ
イ
に
対
す
る
最
高
の
固
形
廃
棄
物
管
理
の
取
り
組

み
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
「
条
例 SP-1203, S-2002

」
を
二
〇
〇
二

年
一
二
月
三
日
に
制
定
し
た
。
こ
の
条
例
に
よ
れ
ば
、
バ
ラ
ン
ガ
イ
は

最
良
の
固
形
廃
棄
物
管
理
を
実
施
す
れ
ば
、
市
政
府
か
ら
補
助
金
と
い

う
形
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
受
け
取
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
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テ
ィ
ブ
や
協
力
の
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
て
、
参
加
、
透
明
性
、
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
要
素
の
存
在
が
必

要
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。「
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
良

好
な
環
境
に
と
っ
て
必
要
な
前
提
条
件
で
あ
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問

題
に
対
処
す
る
こ
と
な
し
に
国
家
開
発
に
お
け
る
環
境
的
な
基
盤
を

形
成
す
る
こ
と
は
困
難
」
な
の
で
あ
る
（M

alayang 2002: 2

）。
固

形
廃
棄
物
管
理
を
含
め
た
、
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
功
は
地
域

社
会
に
お
け
る
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
質
」
に
左
右
さ
れ
て
い
る
。
世
界

銀
行
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
、
国
連
開
発
計
画
と
い
っ
た
多
く
の
地
域

的
な
い
し
国
際
的
な
機
関
も
ま
た
、
汚
職
の
蔓
延
、
透
明
性
の
欠

如
、
参
加
の
不
在
と
い
っ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
連
し
た
争
点
が
多
く

の
第
三
世
界
諸
国
に
お
け
る
低
開
発
の
継
続
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

低
さ
の
原
因
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（IIRR, LGSP, SA

N
REM

 
CRSP/Southeast A

sia 2001: 29

）。

ま
た
、
本
稿
の
結
論
は
、
固
形
廃
棄
物
の
問
題
は
高
価
で
高
度
な

技
術
の
単
な
る
適
用
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
純
粋
な
技
術
的
問
題
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
は
政
治
的
、
社
会
的
、

経
済
的
、
環
境
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ

え
に
こ
れ
ら
す
べ
て
の
要
因
を
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
こ
の

問
題
は
解
決
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
マ
ラ
ヤ
ン
に
よ
れ
ば
、「
環
境

の
質
は
、
自
然
と
人
間
活
動
の
双
方
の
直
接
的
な
結
果
」
で
あ
る 

（M
alayang 2002: 1

）。
彼
は
さ
ら
に
、「
人
間
の
活
動
に
つ
い
て
は

政
府
と
そ
の
他
の
規
制
制
度
が
人
間
活
動
を
制
御
す
る
こ
と
で
、
環

境
の
改
善
な
ら
び
に
自
然
的
脅
威
の
リ
ス
ク
の
低
減
を
達
成
で
き

る
」
と
し
て
い
る
（M

alayang 2002

）。

事
例
研
究
は
、
ど
の
よ
う
に
地
域
社
会
が
廃
棄
物
問
題
へ
の
関
心

を
高
め
、
不
適
切
な
廃
棄
物
処
理
に
よ
る
環
境
と
健
康
へ
の
危
険
に

関
す
る
大
規
模
な
Ｉ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
に
よ
っ
て
、
自
分

た
ち
の
廃
棄
物
を
管
理
す
る
上
で
自
律
的
と
な
る
の
か
を
解
明
し

た
。
こ
う
し
た
啓
発
活
動
に
よ
っ
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク

タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
は
、
地
域
の
美
化
を
維
持
す
る
責
任
に
対
し
て
自

覚
的
と
な
っ
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
十
分
な
情
報
と
能
力
開
発
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
提
供
に
よ
っ
て
、
固
形
廃
棄
物
管
理
問
題
解
決
に
お
け
る

当
事
者
と
し
て
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
の
貢
献
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｍ
の
よ
う
な
高
価
で
高
度
な
技
術
の
利
用

は
発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
か
な
ら
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
し
た
よ
う
に
、
問

題
に
共
通
す
る
原
因
は
、
都
市
化
と
近
代
化
に
よ
る
廃
棄
物
の
増
加

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
適
切
な
問
題
解
決
方
法
は
単
に
廃
棄
物
処

理
技
術
や
設
備
を
提
供
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
３
Ｒ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
応
用
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
有
限
な
天
然
資
源
に
対
す
る
依
存
度
を
低
減

す
る
だ
け
で
な
く
、
廃
棄
物
を
資
源
に
変
え
る
こ
と
で
潜
在
的
な
生

活
手
段
を
生
み
出
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
方
法

論
に
基
づ
く
問
題
解
決
は
、
利
害
関
係
者
の
参
加
の
促
進
、
強
力
な

啓
発
活
動
、
廃
棄
物
排
出
者
の
間
で
の
廃
棄
物
処
理
に
対
す
る
規
律
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